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県庁舎における『岩手県民の歌』の放送について 
 
 
 
 
 

 

 岩手県庁舎では、平成 19年５月 15日（火）から午前８時 30分の始業開始チャ
イム前に、『岩手県民の歌』を放送していますが、この度、リニューアル（再録音）

を行い、９月 11日（火）から、これを放送することとしましたのでお知らせします。

記 
１ 放送の目的 
平成 20年の平泉世界遺産登録の実現や平成 28年の第 71回国民体育大会の本県開催
に向けて、県民意識の更なる醸成に資すること及び県勢発展の一助とすること等を目

的として、再録音のうえ放送することとしたものです。 
 
２ 放送開始日等 
  平成 19 年９月 11 日（火）から（始業開始チャイム前） 

  ※10 月１日（月）からは昼休み時間帯にも放送予定 

 
３ 再録音の背景 
  現在放送している『岩手県民の歌』については、昭和 39年に県勢発展の一助として
制定されたものですが、この度、再録音を行い、次代を担う若年層をはじめ、多くの

県民への更なる周知を図り、特にも今後の岩手ソフトパワー戦略の展開に当たって、

まずもって、職員をはじめ、県民がより一層岩手への誇りや愛着を持っていただくこ

とへの一助となればとの観点から、再録音を実施したものです。 
（録音は、８月 10日（金）にこれまで合唱の部において顕著な活動成果をあげている
岩手県立不来方高等学校音楽部の生徒さんに歌っていただいたものです。） 

 
４ 今後の活用予定 
  新たに録音にした『岩手県民の歌』につきましては、県主催イベントでの放送等、

県関係機関で広く活用していきたいと考えています。 

 参考（『岩手県民の歌』について） 
 
 ① 制定年月  昭和 39年（県庁舎竣工を記念し、制定） 
 ② 制定趣旨  県民の融和と自覚を促し、勤労意欲を高め、県勢発展の一助とする。 
 ③ 作詞・作曲 作詞：田原耕二氏（岩手県民の歌歌詞審査委員会補作） 
         作曲：中田喜直氏 
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